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神
社
総
代
会
　
富
山
支
部
平
成

二
十
六
年
度
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始

奉
告
祭
が
、
十
月
二
十
八
日
（金
）

午
後
三
時
か
ら
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

テ
ラ
ス
富
山
四
階
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
に
は
、
山
内
爾
宜
、
奉

賛
会
責
任
役
員
三
名
が
出
席
し
、

参
加
者
全
体
で
二
五
〇
名
の
出
席

で
し
た
。

式
年
遷
宮
の
一
連
の
行
事
は
、

平
成
十
七
年
に
始
ま
り
、
御
神
体

を
新
正
殿
に
遷
す
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
の
遷
御
は
、
内
宮
で
二
日
に
、

外
宮
で
五
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

伊
勢
神
宮
の
参
拝
は
、
九
月
十

五
日
に
過
去
最
多
で
あ
つ
た
、
平

成
二
十
二
年
の
約
八
百
八
十
三
万

人
を
突
破
し
、
十
月
十
二
日
に
は

一
千
万
人
を
超
え
る
人
気
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
に
、
皆
さ
ん
か
ら

神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
の
募
財
の
協

力
に
対
し
、
改
め
て
謝
意
が
述
ベ

ら
れ
ま
し
た
。

森田福会長の挨拶

婦
負
の
文
化
財
を

訪
ね
る

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
日
、

午
後

一
時
半
よ
り
、
市
民
大
学
第

十
回
講
座

「婦
負
の
文
化
財
を
訪

ね
る

（２
）
」
と
し
て
、
鵜
坂
神

社
を
訪
れ
ま
し
た
。

講
師
は
小
澤
国
夜
史
氏
で
、
四

十
年
に
わ
た
り
小
学
校
の
教
員
を

務
め
、
神
保

・
鵜
坂

ｏ
速
星
小
学

校
の
校
長
を
歴
任
さ
れ
た
方
で

す
。神

通
川
堤
防
と
境
内
に
あ
る
越

中
国
司
大
伴
家
持
卿
の
歌
碑
の
説

明
や
拝
殿
内
で
社
事
歴
、
延
喜
式

内
社
、
祭
神
、
鵜
坂
寺
、
尻
打
ち

祭
等
々
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大澤講師による神社の説明

平成二十六年秋
な
例
拳

神
符
頒
布
始
祭

皇
紀
二
千
六
百
七
十
四
年

参
拝
に
お
越
し
の
皆
様
、
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
御
座

い
ま

す
。
心
か
ら
新
年
の
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

雪
も
解
け
て
足
元
の
良
い
元
旦

に
な
り
ま
し
た
。

初
老
の
方
が
お
祓
い
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
還
暦
祝
い
の

方
々
は
、
お
祓
い
を
受
け
た
後
、

社
務
所
で
持
込
ん
だ
酒
を
飲
み
交

わ
し
、
昔
の
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
十

一
月
二
十
三

日
十
時
よ
り
秋
季
例
祭
（新
嘗
祭
）

並
び
に
神
宮
大
麻

・
鵜
坂
神
社
神

符
頒
布
始
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
鵜
坂
小
学
生
に
よ
る
浦

安
の
舞
と
地
元
の
鵜
飼
太
鼓
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

浦安の舞

手
茂
二
十
二
キ
産

盤
唐
者

´
ｎ

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

鵜
坂
神
社
官
司
代
行山

内
伸

還暦祝いの方々


